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はじめに
　近年「子どもの遊び」の重要性が喚起され、研究においても「遊び」のとらえられ方は子どもの「行
動」から「人間としての心の発達」へと変化してきている。倉橋によれば（註１）「よく遊ぶ者のみに、
生活活力の大きさと、将来への発展が期待できる」という記述がなされている。現代の子どもたちを
見てみると、自分の足で歩くことが減り車による移動が主となった生活を送り、ゲームなどバーチャ
ルな世界を楽しむ傾向にある。自然の中で、のびのびと体験をしながら遊ぶ姿はほとんど見られな
くなった。又、保育者を目指す養成校の学生にしても、生育期間においては同様のことが言え、実
習中「子どもと、どう遊んでいいかわからない」「体が動かない」などの声もよく聞かれる。保育教
材など周到に準備した保育実践は上手くできても、自然な子どもとの会話や遊びの発展・創造にか
かわれない姿があることに着目した。教育要領の中では、幼児教育は環境を通して行う教育であり、
幼児の主体的活動を展開するためには、環境がどのように構成されているかによって、大きく左右
されると述べられている。そこで関わる人的環境としての保育者の存在は大きい。保育者となる学
生自身の「主体性」や「感性」も豊かにし、人的・物的・社会的環境の中で、子どもの何が育ってい
るのかを探究することとした。
Ⅰ　研究の目的
　１　本年度は子どもをとりまく環境の中の「砂場」に視点をおき研究をすすめることとし、社会的
環境としての地域の公園の実態を把握し、幼稚園・保育所の砂遊びを中心に子どもの遊びこ
む姿を分析した。
　２　保育者となる学生が、佐世保にある美しい自然に目をむけ、全身で創作活動に取り組み、自
ら遊びの意義を見出しながら、発展・創造へと感性を豊かにしていく過程を追い、保育の課
題を見つけていくことを目的とした。
Ⅱ　研究のマテリアル　＆　メソッド
　１　社会的環境「公園の砂場」の現状調査（市役所公園街路課訪問）
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　２　2008	本学　保育学科		　保育所・幼稚園実習後調査レポートと考察
　３　2008	本学　保育学科　「子どもが夢中になって遊んでいた場面」調査分析
　４　人的環境「保育者自身の感性」を磨く（鹿子前・白浜サンドアートへの挑戦　グラスサンドアート）
Ⅲ　結果と考察
　１　地域の公園の砂場の現状調査
　佐世保市役所・公園街路課を訪問し（図―４）、得た内容によると（註２）、市が管理している公園
は平成１９年４月１日現在、住区基幹公園（街区公園、近隣公園、地区公園を含む）、都市基幹公園（総
合公園・運動公園を含む）、風致・墓地などの特殊公園、都市緑地の合計３４４箇所に自然公園など
を加えた３５５箇所である。内、砂場が設置してある公園は（表―１）の通り６７箇所となっており、
公園全体の 1８. ９％（図―１）であった。内容は、街区公園２８３箇所の内５６箇所、近隣公園は
１２箇所の内６箇所、地区公園は６箇所の内２箇所、総合公園は４箇所の内３箇所であり、割合は（図
―２）のようになっている。
　佐世保の砂場のある公園一覧											　　　　　　　　　　	佐世保市 2008 年 4 月 1 日現在
〔街区公園５６箇所〕
１　相生公園　　　　　　２　愛宕公園　　　　　３　有福第一公園　　　４　池野公園
５　稲荷公園　　　　　　６　稲荷台公園　　　　７　岩下公園　　　　　８　梅田公園
９　江上公園　　　　　　10　大岳台第一公園　　11　大岳台第二公園　　12　大宮公園
13　折橋台公園　　　　　14　春日公園　　　　　15　勝富公園　　　　　16　川下公園
17　口木公園　　　　　　18　小島公園　　　　　19　小森公園　　　　　20　権常寺公園
21　崎岡西公園　　　　　22　桜木山田公園　　　23　さつきが丘公園　　24　汐見台第一
25　汐見台第三　　　　　26　下本山第二公園　　27　陣の内公園　　　　28　須田尾ほのぼの公園
29　瀬戸越公園　　　　　30　瀬戸越第三公園　　35　野中公園　　　　　36　早岐第二公園
37　南風崎公園　　　　　38　花高第一公園　　　39　花高第二公園　　　40　花高第三公園
41　原分坂の下公園　　　42　日宇ヶ丘第一公園　43　日宇ヶ丘第二公園　44　日野公園　
45　日野西公園　　　　　46　日野東公園　　　　47　美崎が丘第一公園　48　美崎が丘第二公園　
49　美崎が丘第五公園　　50　もみじが丘第一　　51　もみじが丘第四　　52　矢峰公園
53　柳町公園　　　　　　54　陽光台第二公園　　55　横尾南公園　　　　56　若葉公園
〔近隣公園６箇所〕
１　新公園　　　　　　　２　天神公園　　　　　３　東公園　　　　　　４　東浜公園　
５　広田公園　　　　　　６　もみじが丘公園　
〔地区公園２箇所〕
１　佐世保公園　　　２　三川内中央公園
〔総合公園３箇所〕
１　中央公園　　　　２　大悲観公園　　　　　　３　ポットホール公園　
（表−１）
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砂場のある公園の比率　 公園種別の砂場設置状況
（図―１） （図―２）
　砂場には、衛生面と環境面での問題があり、設置が少ない理由としては、犬・猫等による糞害な
どの衛生面、ガラスなどの破片が入っている等の安全面、又、社会状況の変化、生活環境から子ど
もが安心して遊べない状況が生じている、などの理由があげられた。街区公園は、各自治体で公園
愛護課を設置して週１回・月１回と地区により様々だが、砂場点検がなされており、大規模な場所
はシルバー人材センターが担っている状況にある。自治会・町内会の協力も呼び掛けている現状で
ある。又、平成１０年６月から ｢佐世保市　緑の計画｣が始まっており、古くなった公園の再生化や
整備が行われ、砂場の撤去や増設も要望次第で行われている。
　次に公園の砂場の「砂」についてであるが、公園街路課によると、通常の一般的な砂であるとの回
答であった。では、一般的な砂とはどのようなものか。ネットで見ると、抗菌砂ばかりであるが公
園の砂は、比較的きめの細かい砂浜の砂を専門の業者が運んでいるということであった。砂場の砂は、
補充していくことが基本であり、１リューべを目安としている。１リューべとは、１立方メートル
である。砂の底は、石が並べられすり鉢状になっており排水が出来る（図―３）ようになっている。
公園の砂場、幼稚園・保育所の砂場も同様な構造である。
午前中の公園を回って見ても、子どもが多かったのはデパートや商店街近くの公園くらいで、以前
のような、近隣での親子交流の場はあまり見受けられなかった。子どもたちの多くは、保育所や幼
稚園で過ごしている時間である。では、その保育所や幼稚園では「砂場遊び」がどのように位置づけ
られているのか。「人生に必要な知恵は　すべて　幼稚園の砂場で学んだ」とロバート・フルガム（註
３）が（私のクレド）の中で述べている。人間、どう生きるか、どのように振る舞い、どんな気持ち
で日々を送ればいいかが、砂場に埋まっているとしたら、砂場で展開される遊びは見逃せない。そ
こで、保育所・幼稚園での砂場遊びの観察・調査をしてみることとした。
２　保育所・幼稚園での砂場遊びの観察
　学生による実習での遊びの場面や、振り返りのアンケート調査、又、砂場遊びでの子どもの姿の
レポートをもとに、砂場の設置状況、遊びの実態を分析していくこととした。（註４）
【砂場の状況】
　砂場は、砂が部屋や廊下などに入らないように、部屋から離れた園庭の隅に多く設置されており、
固定遊具の間や滑り台の着地場所に設置されている所もあり、砂遊びを重視し２箇所設置してある
園もあった。藤棚の下、木陰が多く、水洗い場が比較的近くにあり、そばに砂場道具の収納庫も置
いてある。道具は種類によって分類して置かれている。砂場の大きさは、平均すると３ｍ×２ｍで
およそ３畳分が多い。遊ぶ時の子どもの服装は、体操服に帽子で裸足は夏季が多く冬場でも暖かい
日や遊びの展開によっては、（図―６）裸足になっている。砂場の管理については、利用しない時は
ブルーシートを被せてある所が多く、砂をならしていたり、週の初めに点検を行ったりしている。
砂遊びの道具は、スコップ・バケツ・ザル・型抜き・ローラー・シャベル・コップ・皿・ボウル・ジョー
ロ・スプーン・車・ふるいなどがあり、水遊びと連動していることも多い。
【遊びの展開】
　一人ひとり差異はあるが 1歳児は、砂場に座り込んで砂を握ったり、食べようとしたりし、砂遊
びに目的はなく感触を楽しむ傾向にある。快・不快がわかってくる。２歳児は一人遊びが多く、水
を加えたり道具を持って遊ぶようになるが道具の使い方は理解できていない。３歳児～５・６歳と
発達段階に応じ集団の形成がなされていき、保育者の援助や仲間とのかかわりで遊びが続いたり発
展したりする。
【総合演習活動による学生レポート】
（Ａ）・砂場遊びをしている時に、どちらのチームが大きな山を作れるか競争した。どちらもとても大きくて、そ
の後手分けしてトンネルを掘ったり、泥だらけになって遊んだ。異年齢では、年上の子が年下の子を手伝っ
たり、２人で力を合わせて一つのトンネルを掘っていた。女の子は、容器やお皿を使ってケーキを作るのが
好きで「先生、食べて～」と見せてくれていた。
（Ｂ）・４歳の子と山を作って、トンネルを掘った。トンネルを電車が通るまで広げていく。長い時間がかかり、
何度も何度も崩れたが、電車が通るまで作り続けた。それが完成すると、山の周りに線路を作ろう！という
ことになった。線路の途中に水たまりを作ったり、障害物を置いたりした。先生も子どもと一緒になって楽
しんで、ケーキ屋さん・ジュース屋さん・泥団子を作っておられた。
（Ｃ）・同年齢の子どもたちが、スコップを使って川を作り水を流していた。協力しながらとても楽しそうだった。
山を作っていて、山が少しずつ大きくなることをとても喜び、山の上に石を乗せたりしていた。又、バケツ
の中に砂を入れひっくり返し同じものをたくさん作って並べていた。
（Ｄ）・女の子はケーキ作りなど型を取って遊ぶ子が多かったが、男の子は穴を掘って遊んだりしていた。一人で
ひたすら作る子もいれば、２・３人で協力して作る子もいた。又、白い粉や黒い粉といって分けて集めたり、
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区別したりなどして遊んでいた。
（Ｅ）・年少児は、砂に水を入れるのが好きで、ベトベトになったものをよく作っていた。又、食べ物を作ったり
していて、「先生、これ食べて」などと言ってきた。年長児はあまり砂場では遊んでいなかった。
（Ｆ）・砂場で山を作り、その山に穴を通らせる。穴が作れるだけ作り、崩れたらもう一度山を作り、今度はさっ
きよりも多くの穴を作ろうとする。そして、一人が数人となって、みんなで夢中になって穴を掘り続けた。
（Ｇ）・泥だらけになりながらも、友達と一生懸命山を作ったり、色々な道具を使い、三角や丸の形を作ったりし
ていた。　泥だらけになった手で汗を拭いて、ずっと集中して遊んでいた。団子を作っている女の子が「先生、
どうしたらきれいにお団子作れるの？」と聞いてきたので、考えながら一緒に作っていった。完成したと思っ
たら、女の子が、「こっちの砂をかけたらカチカチになるよ」と教えてくれた。　　　　　　　　
（Ｈ）・ほとんど異年齢で遊んでいて、穴を掘ったり山を作ったりしていた。鹿子前で作っていた足の大きな型を
子どもたちの足にしてあげると、喜んでいた。一人にしてあげると、みんながして欲しいと言ってきて大変
だった。男の子は山を作ったり、全身を使って遊んでいたが、女の子はままごと遊びが多かった。
（Ｉ）・かなり大きい山を作り貫通した穴も大きい。その近くでダムを作り、皿やボールでせきとめたり、それを
はずして川を作ったりしていた。泥団子を作り、ざるで振るった細かい砂を魔法の粉と言って、団子に振り
かけていた。又、ケーキを作りかざりに葉っぱをそえて、私に「あげる」と言ったので、食べようとしたら、
壊して笑っていた。泥遊びをして、全身泥まみれになりながら汗をかき、その汗を水で洗い流したり、かけ
合ったりして、遊んでいた。
（Ｊ）・バケツやコップを使ってケーキを作っていた。新幹線の線路を作ったり、何人かで一緒に穴を掘ったり、山・
トンネルをつくっていた。砂場は、楕円形だった。おもちゃの取り合いをして、砂のかけ合いの喧嘩をして
いた。先生が助言し自分たちで話し合い仲直りをしていた。
（Ｋ）・泥団子作りでは、自分で固めきれず「先生、固めて！」と言ったので、私が固めようとしたが、すぐ崩れ
てしまうのを見て、「何でだろう？もう少し水がいるのかな？」など工夫して挑戦していた。大きな山を作っ
て、誰が大きな山を作るか競っていた。
（Ｌ）・ケーキ屋さんごっこや、たこ焼き屋さんごっこなど食べ物屋さんごっこをしていた。
　　砂場で大きい山を作ろうと、砂をたくさんかぶせ固めてはかぶせ、出来たら崩れないようにそっとトンネル
を掘ったり水をかけて崩れない工夫をしている子が印象に残っている。
（Ｍ）・山を作り、トンネルを作る。その山から水を流して川や池を作っていた。畑の形を作って野菜作りごっこ
をし、砂を型にはめて食べ物や動物をつくっていた。おもちゃのくわで、砂場を波状にし、その合間・合間
に種（石）を埋めて上から砂をかけ、水をまいていた。
（Ｎ）・仲の良い友達どおしで集まって、ままごと遊びや、宝探し、さら粉、ざら粉作りをしていた。年長児は、
年少児に泥団子の作り方を教えていた。子どもが何人か集まって、暑くて汗を流していることを気にもせず、
必死で高い山を力を合わせて作っていた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
【分析・考察】
　子どもにとって砂遊びは、（註５）集団の成員間の関係が開かれている場合が多いため、集団の大
小に関係なく、他の遊びに比して人間関係にきわめて入りやすいということから、幼児の生活の知
恵として、人間関係に入り安定したいという要求を満足させるために、もっともよくなされる遊び
である。だから、指導においては、このような砂遊びの特性を十分に生かして、幼児の友だち関係、
保育者との関係を深めていく必要がある。３０年近く保育現場にいた筆者は、実習にきた学生が、
実習中園庭で走り回って遊ぶ子どもに背を向け、砂場に座り込んで傍観している姿をしばしば目に
することがあった。そこで展開される遊びを実習日誌に記入されることはほとんどなく、展開され
る遊びや子どもの心の動きは見落とされがちであった。そこで、総合演習では砂場遊びに対して、
観察目的を明確にし子どもと向き合うこととした。以下はレポートの分析である。
個から集団へと展開していく姿、又、年長児が年少児をいたわるという
思いやりの心の芽生えがあり、役割分担も生まれている。
そこに、（Ｂ）のように保育者が一緒に楽しむ姿があることによって、子
どもは安心して次の遊びへと発展していくのである。
　　　　　　（Ｂ）	
								　　		　　　　　　
同類のものを並べる、分類・区別・数量などが遊びの中で自然に認識さ
れていく様子がわかる。これは、使ったものを片付ける場合などにも見
られ、生活の基本が身についていく。又、遊びに必要な遊具を取り合う
場面もよく見られるがそこに（Ｊ）のように保育者の助言によって、譲
り合ったり、がまんして順番を待ったりしながら遊びが継続する。
　　　　　　（Ｊ）		
工夫したり「何でだろう？」「○○したらいいのかな？」「○○してみよう」
と試している姿があり、そこで保育者が絶妙なタイミングで「どうして
かな？」となげかけたりする。信頼される保育者に見守られている中で、
子どもは遊びを科学していく楽しさを感じ取っていく。
　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　		　　　　　
子どもの創造性や生活体験の応用力に目を向け、子どもと共感していく
ことも保育者として大切なことである。
　　　（Ａ～Ｎはレポート記号）
総合演習の成果として、年齢別にみる砂場での遊びや、個から集団へと展開していく遊びの萌芽を
捉え、実践を記録し発達の過程に適切な援助が大切であると理解していくことが出来た。又、子ど
もの生活のあらゆる場面で言葉に耳を傾け、あるがままの姿を受け入れながら育む糸口を見つけて
いくこととなった。子どもの友達関係が安定してきた 3学期、冬の砂場遊びでの様子を観察した。
小春日和を肌で感じた子どもたちは、時間が経過するごとに、裸足で遊ぶ子が増えていき保育者も
一緒になって裸足で遊びこんでいる姿があり、様々な発見や感動のにぎやかな声が続いた。又、片
付け始めると決められた場所にスムーズに遊具をなおしており、学生は子どもの姿に成長を感じる
ことができたのである。
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2009.2.2　佐世保市立白南風幼稚園訪問		AM10:30 ～ 11:30	晴れ　気温 12℃ （註６）
３〔子どもが夢中になった遊びの場面〕―実習後の調査―　
倉橋惣三は『育ての心』（註７）の中の「汗」で次のように述べている。
　子どもたちの可愛い額に汗が見える。拭いてやろうとしても駆けて行ってしまって、またひとしき
り汗をかいている。砂場では砂の手で日灼の頬がよごれたままになっている。大積木を抱きかかえて
汗を流しながら運んでいる。角力をとっている子の白地の上着が汗でぐっしょりになっている。
　額に汗するという言葉は、大人の実生活に於て、勤労を礼讃する言葉である。子どもの遊戯生活が
大人の実生活と同じ貴さを持つとすれば、子どもの汗も同じ貴さをもつものである。汗の出る程遊ば
ない子、遊べない子、汗の出ないように静かにばかり座らされている子、汗を出すと叱られる子、ど
れも礼讃に値する子どもの生活とはいえない。どの子どもにも、存分に汗するほどの生活をさせてや
らなければならない。それにしても、６月の日盛りを、汗する子ども等と共に遊んでくださる先生方
の	汗は貴い。
保育所・幼稚園における生活の中で、子どもが遊びに夢中になっている姿を捉えて考察した。
「夢中になって遊んでいた場面」調査の結果。（註８）
夢中になって遊んでいた場面 人数 ％
１　園庭を走りまわる（リレーごっこなど） 15
86
２　鬼ごっこ 16
３　三輪車・自転車 5
４　野球・サッカー 4
５　竹馬・相撲・ブーメラン 各 1
６　砂場遊び 31
７　虫捕り 10
８　固定遊具にチャレンジ 4
９　なりきって遊ぶ（ヒーロー・ままごとなど） 7
1410　ゲーム遊び 1
11　ブロック・積み木・組み木 6
102
（表− 2）
大きな穴を掘り水を入れる 3歳児
（図―５）
水あったかい！裸足の３歳児
（図―６）
水をせき止める工夫をする５歳児
（図―７）
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【分析・考察】
　保育所や幼稚園で展開される遊びを観察し、実習を行った保育学科２年生１０２人に対し、「子ど
もが夢中になって遊んでいた場面」の調査を行ったところ、１０２人中８６パーセントが園庭での
遊びをあげ、（図―８）（図―９）その中でも⑥砂場遊びが３１人と一番多いという結果が得られた。
実習時期が夏季であったことや、後半は運動会前という中での結果であり、①・②にその影響がう
かがえる。⑦の虫捕りなども同様である。室内でも保育者主導で行われる遊びでは、ほとんど夢中
になっていると捉えておらず、⑨・⑪のふり遊びや、積み木など、子どもが主体的に活動している
姿を夢中になって遊んでいると捉えていた（表―２）。子どもは、一人遊びから群れ遊びを求めるよ
うになっていく過程で、自然発生的に生じた遊びが、周りの人との関わり方や援助で広がり、安心
して生活体験の再現（ごっこ遊び等）や挑戦を繰り返して、遊びこめるようになっていく。
（註 9）遊びは子どもの情報収集能力（個人の反応）を育成し、子ども自身が環境と関わる（社会的
環境への反応）方法を授け、どのように学べば良いのかその学び方を学ぶ機会を提供するのである
（Saracho	＆	Spodek,　1995)。サラチョとスポデックは、子どもの遊びは教育的価値があり、自然で、
自発的なものであり、教師たちがその子どもの遊びを提供する重要な役割を認め、その遊び独特の
質を維持するように強く求めている。子どもたちが遊びにどれだけ没頭し、継続するかが幼児教育
実践における教育的目的の達成度と同様に、遊びの価値を判断する上での最良の尺度となる。
４　保育者自身の感性（鹿子前・白浜サンドアートへの挑戦）
　総合演習のメンバーで、広大な自然の中、全身を使って砂に触れ、保育者としての感性を磨く目
的で、鹿子前と白浜に出かけサンド・アートに挑戦した。鹿子前は本学から 5分程で、パールシー
リゾートに隣接している。白浜は 40 分ほどかかり夏季には大勢の海水浴客が訪れる場所である。幼
稚園や保育所では、園外保育として訪れることがあり、子どもの活動もイメージしながら実施する
こととした。天候や潮の満ち引きを調べ、どのような準備・配慮が必要かも考慮した上で計画作成
する。現地では、まず清掃活動に取り組む姿が見られ、活動を通して学生の行動が主体的になって
いくことを感じさせられた。砂の特性がわかり、足に被せた砂の重さや（図―１０）、容易に足がは
ずせないことを体験することによって安全性への配慮もできてくる。最近の報道による事故におい
ても、実体験不足から「遊びの加減がわからない」、「人の痛みがわからない」ことの多さを痛感す
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る。総合演習活動で初めて砂浜に行き、学生がとった行動パターンは、驚いたことに幼児とほとん
ど変わらず、創作活動への集団形成も全く同じに思えた。関わりが持てず、いつまでも一人で創作
活動をしていた学生が、子どもと同じ道筋で、集団の中の自己を確立し、総合演習活動が進むにつ
れ自己発揮が出来てきたのである。そのことによって、他者を認める心の余裕も生まれてきた。又
まわりの学生も一人ひとりが持っている長所に目を向けていった。このことを、学生自身が振り返っ
たとき、子どもの心の動きにも気付き、「育ち」をとらえていくことが出来たとも言えよう。環境を
通して「共同」「協働」「人間関係」の成果が顕著であった。
以下は砂浜での学生の活動の様子である。
　広大な自然の中で、サンドアートに取り組んだ学生は、次に細かい作業で丁寧に慎重に取り組ま
なければならないグラスサンドアートに挑戦した。カラーサンドをスプーンで少しずつ積み重ね，
先の尖った串で形を整えていく。静かで長い時間と集中力を駆使し全員が見事に完成させていった。
Ⅳ　まとめと今後の課題
　
　少子化の影響もあり、地域で遊ぶ子どもの姿がほとんどないことが懸念される中、実際に公園の
現状を調べると、平日の公園利用の少なさや、砂場の無い公園の多さ、といった結果が得られた。
子どもの遊び場をどこに求めるのか、身近な場所から遊びを見つけ出すことはできないのかが課題
となる。子どもは、夢中になって遊ぶ中で、主体的に物事に関わっていき「不思議さ」「発見」など
繰り返し、工夫する楽しさや、失敗しても挑戦していく逞しさを身に付けていく。安心して環境に
関れるためには、周りの人々との信頼関係が重要なことは言うまでもない。保育者が子どもを見る
以上に、人的環境である保育者の姿を子どもは何時も見ている。先日のシルバー子育てサポート講
実習で子どもたちと再現した大きな足
（図―10）
サンドアートに挑戦（図―13）
全身で砂に取り組む学生
（図―11）
白浜で造り上げられた巨大な人魚（図―14）
砂山のジャンプ
（図―12）
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習会で、「心に残っている子どもの頃の遊び」への筆者の質問に対し、輝いた表情で、平均 60 歳の
シルバーの方の次々と出てくる遊びの答えは、身体を使った体験とともに、地域・異年齢交流の中で、
育まれ繰り返された遊びであった。感触、感情などもよみがえり、「生きる力」の礎を感じさせられ
るとともに、現代の子どもたちが失っているものの大きさも再認識させられた。
　次年度も引き続き、環境と関わる中で、物事を深く感じ取ることができる（感性）子どもの姿・
発達を捉えていくこととしたい。又、「子どもが夢中になって遊んでいる場面」が実習後の学生の調
査のみの考察になっているが、保育者の経験年数による違いや、保育形態による差異が生じないか、
調査を行っていき、遊びの捉えられ方のパラドックスにも触れていきたい。又、自然環境と関わる
中で、世代間交流を行っていく計画も考えているところである。
付記　　本研究は長崎短期大学　平成２０年度傾斜配分研究費の助成を受けて行ったものである。
謝辞
　本研究にご協力いただいた「佐世保市役所　公園街路課」の皆様、「白南風幼稚園」の子どもたち
と先生方、「西日本新聞社　田篭良太氏」又、総合演習活動で真剣に取り組んでくれた学生諸君に心
からお礼を申しあげます。
註１）「子どもに生きた人　倉橋惣三の生涯と仕事（下）」森上史朗　2008　フレーベル館　p42　
註２）平成２０年 5月 9日佐世保市役所公園街路課による聞き取り及び資料による。
註３）「人生に必要な知恵は、すべて幼稚園の砂場で学んだ」ロバート・フルガム 1990　河出書房新社　p17
註４）2008・10　長崎短期大学　保育学科　保育所・幼稚園実習後　レポート
註５）「保育のための実践研究」森上史朗　1981　第一法規　p5
註 6）冬の砂場遊び「佐世保市立　白南風幼稚園」訪問　子どもたちの砂遊び
註 7）2009・1	長崎短期大学　保育学科（2年生 102 人）「子どもが夢中になって遊んでいた場面」調査
註 8）「子どもに生きた人　倉橋惣三の生涯と仕事（上）」森上史朗　2008　フレーベル館　p168~169
註 9）「乳幼児教育における遊び」研究動向と実践への提言　Ｏ．Ｎ．サラチョ・Ｂ．スポデック 2008　培風館
						序章　教育的問題：要約 p10
参考・引用文献
　１）佐世保市役所公園街路課資料
　２）「人生に必要な知恵は、すべて幼稚園の砂場で学んだ」ロバート・フルガム 1990　河出書房新社
　３）「保育のための実践研究」森上史朗　1981　第一法規
　４）「遊びの発達学」高橋たまき　中沢和子　森上史朗　2007	　培風館
　５）「子どもに生きた人　倉橋惣三の生涯と仕事（上）（下）」森上史朗　2008　フレーベル館
　６）「計画的な環境の構成」小田豊　神長美津子　2003　チャイルド社
　７）「乳幼児教育における遊び」研究動向と実践への提言　Ｏ．Ｎ．サラチョ・Ｂ．スポデック 2008　培風館
